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理事会・評議員会開催
平和の祈り



本
会
の
理
事
会
・
評
議
員
会
が
、
去
る
一
月
三
十

一
日
午
後
二
時
か
ら
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京

都
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
会
議
で
は
、
任
期
満
了

に
伴
う
会
長
・
副
会
長
の
推
戴
と
理
事
長
を
は
じ
め

と
す
る
役
員
の
選
出
、
更
に
平
成
十
四
年
度
の
事
業

計
画
案
や
収
支
予
算
案
等
が
審
議
さ
れ
た
。

評
議
員
会

仮
議
長
に
新
倉
典
生
師
を
選
出
し
、
仮
議
長
の
下

で
本
会
の
寄
付
行
為
に
基
づ
き
瀬
古
眞
隆
師
を
評
議

員
会
の
議
長
に
選
出
し
た
後
、
議
事
録
署
名
人
に
横

山
裕
教
、
垣
内
善
勝
の
両
師
を
選
出
し
て
議
事
に
入

っ
た
。

議
案
第
一
号
「
任
期
満
了
に
伴
う
理
事
お
よ
び
監

事
選
出
の
件
」

慣
例
に
則
り
、
理
事
お
よ
び
監
事
選
考
委
員
会
を

設
け
、
別
室
で
工
藤
秀
和
師
を
座
長
に
選
出
し
て
協

議
し
た
結
果
、
別
記
の
理
事
・
監
事
案
が
評
議
員
会

に
報
告
さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

議
案
第
二
号
「
任
期
満
了
に
伴
う
会
長
お
よ
び
副

会
長
推
戴
の
件
」

瀬
古
議
長
よ
り
上
程
。
昨
年
の
十
二
月
四
日
に
開

催
さ
れ
た
「
第
二
十
五
期
会
長
・
副
会
長
推
戴
委
員

会
」
の
結
果
が
報
告
さ
れ
、
報
告
通
り
別
記
の
会
長

・
副
会
長
の
推
戴
が
議
決
さ
れ
た
。

議
案
第
三
号
「
平
成
十
四
年
度
事
業
計
画
（
案
）

に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

瀬
古
議
長
よ
り
上
程
。
吉
橋
総
務
部
長
が
事
業
計

画
案
を
説
明
。

原
案
賛
成
の
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

議
案
第
四
号
「
平
成
十
四
年
度
収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

瀬
古
議
長
よ
り
上
程
。
倉
澤
財
務
部
長
が
予
算
案

を
詳
細
に
説
明
。
原
案
賛
成
の
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

理
事
会

小
林
照
宥
師
を
仮
議
長
に
、
議
事
録
署
名
人
に
袖

山
榮
眞
、
後
藤
佑
芳
の
両
師
を
選
出
し
議
事
に
入
っ

た
。議

案
第
一
号
「
任
期
満
了
に
伴
う
理
事
長
お
よ
び

常
務
理
事
選
出
の
件
」

曹
洞
宗
の
森
和
久
師
を
理
事
長
に
選
出
後
、
森
理

事
長
を
議
長
に
、
別
記
の
常
務
理
事
を
選
出
し
た
。

議
案
第
二
号
「
任
期
満
了
に
伴
う
会
長
及
び
副
会

長
推
戴
の
件
」

森
議
長
よ
り
上
程
。
昨
年
の
十
二
月
四
日
に
開
催

さ
れ
た
「
第
二
十
五
期
会
長
・
副
会
長
推
戴
委
員

会
」
の
結
果
が
報
告
さ
れ
、
報
告
通
り
別
記
の
会
長

・
副
会
長
の
推
戴
が
議
決
さ
れ
た
。

議
案
第
三
号
「
平
成
十
四
年
度
事
業
計
画
（
案
）

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

森
議
長
よ
り
上
程
。
吉
橋
総
務
部
長
が
事
業
計
画

案
を
説
明
。
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

議
案
第
四
号
「
平
成
十
四
年
度
収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

森
議
長
よ
り
上
程
。
倉
澤
財
務
部
長
が
予
算
案
を

詳
細
に
説
明
。
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

報
告
事
項

議
案
の
審
議
終
了
後
、
以
下
の
理
事
会
・
評
議
員

会
に
共
通
す
る
報
告
が
行
わ
れ
た
。

�
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
に
つ
い
て

櫻
井
国
際
文
化
部
長
よ
り
、
マ
ヤ
堂
遺
跡
の
考
古

学
調
査
報
告
書
・
遺
物
返
還
処
理
・
マ
ヤ
堂
修
復
設

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

全 仏

－２－

２００２年３月１日



��������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

計
計
画
案
の
進
捗
状
況
お
よ
び
所
要
資
金
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
、
逼
迫
し
て
い
る
事
業
資
金
対
策
と
し
て

進
め
て
い
る
篤
志
勧
募
の
状
況
に
つ
い
て
も
説
明
さ

れ
支
援
を
要
請
さ
れ
た
。

�
第
三
十
八
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
新
潟
大
会
に
つ

い
て本

会
前
副
会
長
の
中
村
啓
識
新
潟
県
仏
教
会
会
長
、

春
日
浩
三
同
副
会
長
、
上
原
教
仁
同
大
会
事
務
総
長

よ
り
、
同
大
会
が
昨
年
十
月
十
日
と
十
一
日
の
両
日
、

長
岡
市
内
の
会
場
で
大
谷
暢
顯
本
会
前
会
長
を
大
会

総
裁
と
し
て
新
潟
県
仏
教
会
傘
下
寺
院
の
強
力
な
支

援
の
下
、
本
会
加
盟
団
体
の
協
力
を
得
て
盛
大
に
挙

行
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

�
第
二
次
世
界
大
戦
犠
牲
霊
骨
還
国
奉
安
に
つ
い
て

吉
橋
総
務
部
長
よ
り
日
韓
佛
教
交
流
協
議
会
か
ら

「
戦
後
五
十
余
年
の
間
、
厚
生
労
働
省
所
管
の
下
で

東
京
目
黒
区
の
寺
院
で
お
預
か
り
し
て
い
る
韓
半
島

出
身
戦
死
者
千
余
体
の
遺
骨
を
還
国
す
る
問
題
」
に

つ
い
て
本
会
に
後
援
依
頼
が
あ
り
、
今
迄
の
経
緯
と

現
状
が
報
告
さ
れ
た
。

�
各
種
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
二
十
五
期
の
各
種
委
員
会
委
員
（
総
務
・
税
務

・
同
和
・
信
教
・
国
際
）
が
報
告
さ
れ
た
。（
各
委

員
名
は
次
号
に
て
紹
介
）

�
ア
ッ
シ
ジ
「
世
界
平
和
の
祈
り
」
に
つ
い
て

去
る
一
月
二
十
四
日
ロ
ー
マ
教
皇
の
呼
び
か
け
で

イ
タ
リ
ア
の
ア
ッ
シ
ジ
で
行
わ
れ
た
同
集
い
に
、
本

会
を
代
表
し
て
出
席
さ
れ
た
石
上
智
康
前
理
事
長
よ

り
、
概
要
報
告
と
世
界
平
和
に
対
す
る
仏
教
徒
の
果

た
す
役
割
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

�
事
務
総
局
各
部
報
告

各
担
当
部
長
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

新
会
長
・
理
事
長
記
者
会
見

理
事
会
・
評
議
員
会
終
了
後
、
同
ホ
テ
ル
で
記
者

会
見
が
行
わ
れ
た
。
大
谷
光
真
会
長
・
森
和
久
理
事

長
か
ら
は
釈
尊
の
教
え
を
礎
に
平
和
な
社
会
を
実
現

す
る
た
め
内
外
の
諸
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
姿

勢
が
表
明
さ
れ
た
。

講
演
会

長
谷
川
正
浩
本
会
顧
問
弁
護
士
に
よ
る
「
最
近
の

宗
教
法
人
に
関
わ
る
法
律
問
題
」
の
講
演
が
理
事
会

・
評
議
員
会
終
了
後
に
同
会
場
で
行
わ
れ
た
。

宗
教
法
人
が
関
与
し
た
訴
訟
問
題
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
事
例
を
も
と
に
解
り
や
す
く
解
説
さ
れ
参
加

者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

懇
親
会

午
後
五
時
半
か
ら
、
同
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

京
都
を
会
場
に
恒
例
の
新
年
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

新
旧
の
役
員
が
紹
介
さ
れ
、
大
谷
光
真
会
長
、
森
和

久
理
事
長
、
大
谷
暢
顯
前
会
長
、
石
上
智
康
前
理
事

長
等
の
挨
拶
の
後
、
中
村
啓
識
前
副
会
長
の
発
声
で

乾
杯
を
行
い
、
暫
し
の
間
、
約
二
百
人
の
出
席
者
に

よ
る
、
和
や
か
な
懇
談
が
続
い
た

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
で
開
催
さ
れ
た
理
事
会
・
評
議
員
会

仏旗バッチ

２×４．５cm ５００円

法輪バッチ

直径１cm １０００円

お申し込みは
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会

長

大
谷
光
真
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
門
主
）

副
会
長

渡
邊
惠
進
（
天
台
座
主
）

麻
生
文
雄
（
真
言
宗
醍
醐
派
管
長
）

粕
川
鐵
禅
（
東
京
都
仏
教
連
合
会
会
長
）

二
條
恭
仁
子
（
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
会
長
）

理
事
長

森

和
久
（
曹
洞
宗
）

常
務
理
事
（
評
議
員
中
の
◎
印
）

理

事

（
評
議
員
中
の
○
印
）

監

事

（
評
議
員
中
の
▽
印
）

評
議
員

◎
大
竹
明
彦
（
曹
洞
宗
）

○
森

和
久

同

◎
加
藤
俊
雄

同

檀
上
尚
道

同

森

嶺
雄

同

黒
柳
祖
道

同

乙
川
暎
元

同

宮
前
正
道

同

◎
武
野
以
徳
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

◎
石
上
智
康

同

不
二
川
公
勝

同

武
田
昭
英

同

浅
野
弘
毅

同

菅

義
成

同

松
原
功
人

同

山
内
教
嶺

同

◎
三
浦

崇
（
真
宗
大
谷
派
）

高
濱
純
雄

同

菊
池
顯
正

同

里
雄
康
意

同

杉
浦
義
孝

同

但
馬

弘

同

不
破

仁

同

◎
禿

信
敬

同

◎
水
谷
幸
正
（
浄
土
宗
）

◎
袖
山
榮
眞

同

松
本
眞
岳

同

豊
岡
鐐
尓

同

白
幡
憲
佑

同

牧

達
雄

同

小
林
憲
雄

同

北
川
一
有

同

◎
渡
邉
清
明
（
日
蓮
宗
）

加
賀
美
泰
全

同

篠
原
智
高

同

垣
本
孝
精

同

野
坂
法
雄

同

中
里
観
正

同

◎
土
生
川
正
道
（
高
野
山
真
言
宗
）

眞
田
有
範

同

高
橋
智
運

同

壽
山
良
知

同

服
部
融
宣

同

◎
細
川
景
一
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

松
井
宗
益

同

宮
田
正
勝

同

▽
瀬
古
眞
隆

同

鈴
木
眞
道

同

◎
西
郊
良
光
（
天
台
宗
）

工
藤
秀
和

同

小
堀
光
實

同

今
井
祐
弘

同

◎
小
林
照
宥
（
真
言
宗
智
山
派
）

芙
蓉
良
英

同

井
上
弘
道

同

土
屋
正
見

同

◎
大
塚
惠
章
（
真
言
宗
豊
山
派
）

鴇

晃
秀

同

根
岸
榮
宏

同

横
山
裕
教

同

○
安
藤
正
晃
（
孝
道
教
団
）

秋
好
正
隆

同

山
口
正
戒

同

○
出
口
順
得
（
和
宗
）

塚
原
亮
応

同

瀧
藤
尊
淳

同

○
網
野
義
紘
（
聖
観
音
宗
）

法
田
光
順

同

守
山
雄
順

同

○
長
谷
川
霊
信
（
念
法
眞
教
）

桶
屋
良
祐

同

仲
田
順
和
（
真
言
宗
醍
醐
派
）

佐
藤
令
宜
（
真
言
宗
御
室
派
）

安
藤
光
淵
（
真
宗
高
田
派
）

西
山
哲
昭
（
西
山
浄
土
宗
）

秦

正
静
（
真
宗
興
正
派
）

赤
松
達
明
（
黄
檗
宗
）

杉

慈
邦
（
臨
済
宗
南
禅
寺
派
）

東
條
仁
哲
（
真
言
宗
犬
鳴
派
）

別
所
法
山
（
天
台
眞
盛
宗
）

臼
木
悦
順
（
時
宗
）

永
井
宗
誠
（
臨
済
宗
建
長
寺
派
）

渡
辺
俊
岳
（
法
華
宗
本
門
流
）

大
谷
義
博
（
真
宗
仏
光
寺
派
）

王
丸
儼
英
（
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
）

青
木
謙
整
（
臨
済
宗
東
福
寺
派
）

坂
口
博
之
（
真
言
宗
大
覚
寺
派
）

尾
垣
良
格
（
融
通
念
佛
宗
）

高
野
日
豊
（
本
門
佛
立
宗
）

畔
柳
正
顕
（
浄
土
宗
西
山
深
草
派
）

樫
原
禅
澄
（
真
言
宗
善
通
寺
派
）

中
村
通
義
（
顕
本
法
華
宗
）

中
村
元
信
（
新
義
真
言
宗
）

林

良
道
（
臨
済
宗
円
覚
寺
派
）

永
谷
眞
龍
（
真
宗
木
辺
派
）

小
林
慶
存
（
天
台
寺
門
宗
）

齋
藤
隆
彦
（
法
華
宗
真
門
流
）

土
屋
善
敬
（
法
華
宗
陣
門
流
）

丸
山
秀
彦
（
真
言
宗
国
分
寺
派
）

第25期

全 日 本 仏 教 会 役 員
副会長に渡邊惠進天台座主

二條恭仁子全日本仏教婦人連盟会長ら４名

全 仏
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高
辺
信
幸
（
本
門
法
華
宗
）

田
中
利
典
（
金
峯
山
修
験
本
宗
）

佐
伯
龍
幸
（
真
言
律
宗
）

平
野
暎
哉
（
真
言
宗
泉
涌
寺
派
）

上
野
道
善
（
華
厳
宗
）

山
田
法
胤
（
法
相
宗
）

古
谷
正
覚
（
聖
徳
宗
）

鈴
木
貴
晶
（
信
貴
山
真
言
宗
）

吉
井
恵
貫
（
真
言
宗
須
磨
寺
派
）

九
野
純
孝
（
妙
見
宗
）

藤
本
浄
海
（
真
言
三
宝
宗
）

池
田
光
輝
（
真
言
宗
中
山
寺
派
）

○
松
藤
誠
哲
（
北
海
道
仏
教
会
連
盟
）

小
林
潤
一

同

野
沢
秀
功
（
青
森
県
仏
教
会
）

上
田
浩
久
（
岩
手
県
仏
教
会
）

伊
藤
耀
道
（
福
島
県
仏
教
会
）

猪
瀬
寶
山
（
茨
城
県
仏
教
会
）

塚
田
宗
雄
（
栃
木
県
仏
教
会
）

過
外
一
雄
（
群
馬
県
仏
教
連
合
会
）

○
酒
井
文
雄
（
埼
玉
県
佛
教
会
）

▽
萩
野
映
明

同

長
瀬
日
還
（
千
葉
県
仏
教
会
）

山
田
日
等

同

◎
大
谷
博
通
（
東
京
都
仏
教
連
合
会
）

垣
内
善
勝

同

新
倉
典
生

同

○
横
山
敏
明
（
神
奈
川
県
仏
教
会
）

本
間
孝
康

同

和
田
大
雅

同

春
日
浩
三
（
新
潟
県
仏
教
会
）

五
辻
信
行
（
石
川
県
仏
教
会
）

竹
田
空
尊
（
福
井
県
仏
教
会
）

秋
山
慈
道
（
山
梨
県
仏
教
会
）

山
口
祐
哉
（
長
野
県
仏
教
会
）

○
加
納
博
司
（
岐
阜
県
仏
教
会
）

桑
原

持

同

○
後
藤
佑
芳
（
静
岡
県
仏
教
会
）

池
貝
弘
禅

同

○
近
藤
真
道
（
愛
知
県
仏
教
会
）

玉
井
康
之

同

吉
田
教
行

同

田
中
始
更
（
滋
賀
県
仏
教
会
）

長
沢
香
静
（
京
都
仏
教
会
）

田
代
賢
治
（
京
都
府
仏
教
連
合
会
）

○
増
田
貞
圓
（
大
阪
府
仏
教
会
）

井
桁
雄
弘

同

○
井
上
紀
生
（
兵
庫
県
仏
教
会
）

井
上
弘
昭

同

和
田
嘉
明
（
和
歌
山
県
仏
教
会
）

安
好
和
人
（
鳥
取
県
仏
教
連
合
会
）

安
井
昭
雄
（
島
根
県
仏
教
会
）

矢
木
亮
司
（
岡
山
県
仏
教
会
）

大
西
智
城
（
徳
島
県
仏
教
会
）

立
岡
光
観
（
香
川
県
仏
教
会
）

三
浦
章
爾
（
愛
媛
県
仏
教
会

島
田
定
信
（
高
知
県
仏
教
会
）

○
松
尾
善
雄
（
福
岡
県
仏
教
連
合
会
）

弘
中
誠
之
（
宮
崎
県
仏
教
連
合
会
）

名
幸
俊
海
（
沖
縄
県
仏
教
会
）

▽
島
田
喜
久
（
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
）

大
樹
玄
承
（
全
日
本
仏
教
青
年
会
）

山
田
一
眞
（
国
際
仏
教
興
隆
協
会
）

上
村
映
雄
（
日
本
仏
教
保
育
協
会
）

青
木

新
（
仏
教
振
興
財
団
）

佐
藤
功
岳
（
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
）

中
山
静
麿
（
日
本
仏
教
鑚
仰
会
）

沼
田
智
秀
（
仏
教
伝
道
協
会
）

鈴
木
永
城
（
仏
教
情
報
セ
ン
タ
ー
）

�
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�
�
�
�
�
�
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十
二
月
二
十
日
午
後
一
時
か
ら
、
東
京
・
内
幸

町
の
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
で
、（
財
）日
本
宗
教
連
盟

主
催
、
読
売
新
聞
社
後
援
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
日
本
人
に
と
っ
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
〜
同
時
多
発

テ
ロ
事
件
を
契
機
に
し
て
」
が
開
催
さ
れ
た
。

は
じ
め
に
中
央
大
学
法
学
部
教
授
の
眞
田
芳
憲

氏
が
「
イ
ス
ラ
ー
ム
と
原
理
主
義
」
と
題
し
て
基

調
発
題
を
行
っ
た
。
氏
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
持
つ
政

教
一
致
の
特
色
、
ム
ス
リ
ム
の
行
動
規
範
が
聖
典

コ
ー
ラ
ン
に
基
づ
く
シ
ャ
ー
リ
ア
（
法
）
に
あ
る

点
、
シ
ャ
ー
リ
ア
は
テ
ロ
や
自
殺
を
禁
じ
る
反
面
、

自
衛
戦
争
を
肯
定
す
る
点
で
、
絶
対
平
和
主
義
を

標
榜
す
る
仏
教
と
は
異
な
っ
て
い
る
点
を
指
摘
し

た
。ま

た
、
西
欧
列
強
の
国
際
法
が
、
帝
国
・
植
民

地
主
義
を
正
当
化
す
る
立
場
に
立
つ
の
に
対
し
、

イ
ス
ラ
ー
ム
に
は
シ
ア
ー
ル
と
い
う
、
戦
争
と
平

和
に
関
す
る
国
際
法
が
あ
り
、
こ
れ
は
非
常
に
オ

ー
プ
ン
な
も
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
迫
害
を
受
け

た
ユ
ダ
ヤ
人
を
、
パ
レ
ス
チ
ナ
で
ム
ス
リ
ム
が
排

除
せ
ず
寛
容
に
受
け
入
れ
た
こ
と
が

、
結
果
と

し
て
現
在
の
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
を
生
み
だ
し
て
い

る
と
説
明
し
た
。

休
憩
を
は
さ
み
、
國
學
院
大
學
教
授
・
井
上
順

孝
氏
を
司
会
に
、
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
理
事
・
武

藤
英
臣
氏
、
東
京
ジ
ャ
ー
ミ
イ
文
化
セ
ン
タ
ー
副

代
表
・
セ
リ
ム

ユ
ジ
ェ
ル
ギ
ュ
レ
チ
氏
、
東
京

基
督
神
学
校
講
師
・
油
井
義
昭
氏
、
発
題
を
さ
れ

た
中
央
大
学
教
授
、
眞
田
芳
憲
氏
を
パ
ネ
リ
ス
ト

に
迎
え
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。
各
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
イ
ス
ラ
ム
に

対
し
て
発
言
し
、
多
く
の
参
加
者
は
理
解
を
深
め

て
い
た
。

ま
た
、
討
議
の
終
わ
り
に
、
本
会
の
石
上
智
康

理
事
長
が
発
言
し
、
ア
フ
ガ
ン
の
国
家
再
建
に
ア

メ
リ
カ
の
軍
事
介
入
が
結
果
と
し
て
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
こ
と
に
触
れ
、
仏
教
の
標
榜
す
る
絶

対
平
和
主
義
が
、
世
界
平
和
の
強
化
維
持
に
今
後

果
た
し
得
る
役
割
に
つ
い
て
真
剣
に
考
察
す
る
必

要
性
を
指
摘
し
た
。

東
京
内
幸
町
・
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
で
開
催

「
日
本
人
に
と
っ
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム

〜
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
を
契
機
に
し
て
」

２００２年３月１日

－５－

全 仏
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一
月
二
十
四
日
、
イ
タ
リ
ア
中
部
の
都
市
、
ア
ッ

シ
ジ
で
、
昨
年
の
米
国
の
同
時
多
発
テ
ロ
に
起
因
す

る
国
際
情
勢
の
悪
化
を
憂
う
、
ロ
ー
マ
教
皇
ヨ
ハ
ネ

・
パ
ウ
ロ
二
世
の
呼
び
か
け
の
も
と
、
キ
リ
ス
ト
教
、

仏
教
、
神
道
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
な
ど
十
一

の
宗
教
の
指
導
者
が
一
堂
に
会
し
、
平
和
の
祈
り
を

捧
げ
た
。

本
会
か
ら
は
、
石
上
智
康
理
事
長
（
当
時
）、
江

口
智
流
財
務
部
次
長
、
ま
た
日
本
か
ら
天
台
宗
・
半

田
孝
淳
探
題
、
西
郊
良
光
宗
務
総
長
、
立
正
佼
成
会

・
庭
野
日
鑛
会
長
ら
約
三
十
名
が
出
席
し
た
。

バ
チ
カ
ン
か
ら
教
皇
ら
百
八
十
人
の
出
席
者
を
の

せ
た
特
別
列
車
が
ア
ッ
シ
ジ
に
到
着
。
市
内
の
大
聖

堂
で
参
加
者
全
員
に
よ
る
平
和
の
祈
り
が
厳
か
に
行

ロ
ー
マ
教
皇
の
よ
び
か
け
に
よ
る

バ
チ
カ
ン
で
行
な
わ
れ
た
フ

ォ
ー
ラ
ム
「
世
界
平
和
に
向

け
た
宗
教
の
貢
献
」

�

�

�

�

�

ロ
ー
マ
教
皇
主
催
に
よ
る
ア

ッ
シ
ジ
で
の
「
平
和
の
祈

り
」

一
月
二
十
五
日
の
教
皇
招
宴
で
ロ
ー
マ
教
皇
と
握
手
を
交
す
石
上
理
事
長

先
号
で
お
願
い
し
ま
し
た
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復

事
業
篤
志
支
援
に
、
二
月
十
八
日
現
在
、
左
記
の
皆
様
よ

り
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ご
紹
介
し
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
篤
志
は
引
き
続
き
受
付
け
て
お
り
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
社
）全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
様

金
、
壱
百
萬
円

法
融
寺

那
須
公
順
様

金
、

十
萬
円

法
清
寺

奈
良
康
明
様

金
、

十
萬
円

光
明
寺

石
上
智
康
様

金
、
五
十
萬
円

萬
福
寺

安
本
利
正
様

金
、
壱
百
萬
円

照
栄
院

石
川
恒
彦
様

金
、

十
萬
円

龍
泉
寺

壽
山
良
知
様

金
、

十
萬
円

信
松
院

西
村
輝
成
様

金
、
壱
百
萬
円

保
壽
院

藤
原
知
徳
様

金
、

十
萬
円

佛
教
大
学

佛
教
青
年
会
様

金
、

壱
萬
円

高
福
院

川
島
宏
之
様

金
、
壱
百
萬
円

妙
高
寺

吉
橋
勝
寛
様

金
、
五
十
萬
円

慈
眼
寺

櫻
井
大
乘
様

金
、
五
十
萬
円

慈
眼
寺

櫻
井
英
幸
様

金
、
五
十
萬
円

西
新
井
大
師
總
持
寺

濱
野
堅
照
様

金
、
五
十
萬
円

浄
運
寺

野
口
善
教
様

金
、

十
萬
円

長
慶
寺

島
田
弘
道
様

金
、

十
萬
円

善
林
寺

真
柄
信
雄
様

金
、

五
萬
円

（
受
付
順
）

※
篤
志
の
振
込
先
口
座
番
号
（
郵
便
振
替
）

○
○
一
三
○
ー
六
ー
三
七
六
○
○

加
入
者
名
（
財
）
全
日
本
仏
教
会

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
協
力
金
と
明
記
下
さ
い

※
本
件
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

全
日
本
仏
教
会
国
際
文
化
部

電
話
○
三
ー
三
四
三
七
ー
九
二
七
五

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業

篤
志
支
援
者
御
芳
名

全 仏

－６－

２００２年３月１日



わ
れ
た
。
式
の
中
で
主
催
者
の
教
皇
は
、
過
去
の
歴

史
の
中
で
宗
教
が
戦
争
を
助
長
し
た
例
を
反
省
し
、

世
界
の
平
和
の
た
め
に
宗
教
者
は
今
こ
そ
連
帯
す
べ

き
だ
と
強
調
し
た
。
式
典
の
最
後
に
は
各
宗
教
の
代

表
者
が
ろ
う
そ
く
を
手
に
舞
台
に
上
り
、
宗
教
を
超

え
た
世
界
平
和
実
現
へ
の
具
体
的
行
動
の
必
要
性
を

訴
え
た
。

各
宗
教
ご
と
の
平
和
祈
願
法
要
も
各
所
で
行
わ
れ
、

日
本
の
仏
教
者
は
、
石
上
理
事
長
発
声
の
も
と
三
帰

依
文
を
唱
和
、
天
台
宗
・
半
田
探
題
を
導
師
に
般
若

心
経
を
読
誦
し
法
要
を
行
っ
た
。

ま
た
前
日
、
二
十
三
日
に
は
、
バ
チ
カ
ン
で
「
世

界
平
和
に
向
け
た
宗
教
の
貢
献
」
を
テ
ー
マ
に
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
席
で
石
上
理
事
長
は
、

仏
教
の
「
縁
起
・
空
」
に
基
づ
き
、
自
他
の
対
立
を

克
服
し
て
人
々
が
共
生
・
共
存
し
あ
う
世
界
を
目
指

す
べ
き
だ
と
世
界
に
向
け
て
平
和
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を

行
っ
た
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.tvan.co.jp/

〜jbf

に
掲
載
）

二
十
五
日
に
は
、
バ
チ
カ
ン
で
教
皇
主
催
の
昼
食

会
が
開
催
さ
れ
、
石
上
理
事
長
が
出
席
。
世
界
の
宗

教
指
導
者
と
交
流
を
深
め
た
。

十
二
月
十
四
日
午
後
二
時
か
ら
、
東
京
・
祐
天
寺

で
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
戦
死
し
た
韓
半
島
出
身
者

追
悼
の
た
め
、
追
善
供
養
法
要
が
営
ま
れ
た
。
本
会

か
ら
西
村
事
務
総
長
、
吉
橋
総
務
部
長
、
櫻
井
国
際

文
化
部
長
が
参
列
し
た
。

法
要
に
は
、
韓
国
僧
十
名
、
日
韓
仏
教
交
流
協
議

会
の
日
本
人
僧
五
名
を
含
む
、
約
三
十
名
の
関
係
者

が
参
列
。
約
一
時
間
二
十
分
に
わ
た
り
し
め
や
か
に

合
同
法
要
が
営
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
韓
半
島
出
身
犠

牲
者
の
遺
骨
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
納
骨
堂
を
参
詣
し
、

解
散
と
な
っ
た
。

行
事
の
総
責
任
者
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ア
リ
ン
ゼ
枢
機
卿
と
歓
談
す
る
石
上
理
事
長

韓
半
島
出
身
者
第
二
次
世
界
大
戦

犠
牲
者
追
悼
法
要

本
会
が
毎
年
頒
布
し
て
お
り
ま
す
、
花
ま
つ
り
の

ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
ま
し
た
。
価
格
は

従
来
通
り
、
一
枚
百
円
で
、
送
料
は
実
費
ご
負
担
下

さ
い（
着
払
）。
お
申
し
込
み
は
五
枚
以
上
で
、
本
会

事
務
総
局
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
―
三
四
三
七
―
三
二

六
〇
）
あ
る
い
は
ハ
ガ
キ
で
お
願
い
し
ま
す
。

長
谷
川
正
浩
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
毎
月
第
二
、
第
四
木
曜
日
の
午
後
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
本
会
事
務
総
局
（
○
三
―
三
四
三

七
―
九
二
七
五
）
へ
事
前
予
約
の
上
お
い
で
下

さ
い
。

花
ま
つ
り
新
ポ
ス
タ
ー

法
律
相
談
室

（たて５９４�×よこ４２０�）

２００２年３月１日

－７－

全 仏
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十
二
月
七
日
午
後
一
時
半
よ
り
、
明
照
会
館
会
議

室
で
本
年
度
第
三
回
の
信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員

会
が
開
催
さ
れ
た
。

十
月
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
の
委
員
会
で
懸
案
事

項
と
な
っ
て
い
た
項
目
の
う
ち
、「
官
房
長
官
の
私

的
懇
談
会
に
よ
る
靖
国
神
社
代
替
施
設
の
検
討
に
対

し
、
戦
没
者
を
ど
の
様
に
慰
霊
す
る
こ
と
が
靖
国
問

題
の
解
決
に
な
る
の
か
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
、
対
応
を
協
議
し
た
。

十
二
月
十
三
日
午
後
一
時
半
か
ら
、
明
照
会
館
会

議
室
で
、
第
九
回
仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研
究
会

が
開
催
さ
れ
た
。

西
村
事
務
総
長
の
挨
拶
に
続
き
、
各
委
員
よ
り
宗

派
内
の
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
の
利
用
状
況
が
詳
細
に

報
告
さ
れ
、
活
発
に
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
中
で
、
氏
名
な
ど
の
外
字
情
報
の
処
理
に
つ

い
て
、
仏
教
界
で
あ
る
程
度
の
普
遍
性
を
持
た
せ
る

必
要
性
等
が
指
摘
さ
れ
た
。

―
一
月
―

八
日

局
内
会
議

十
日

日
蓮
宗
新
年
会
出
席

法
律
相
談
室

十
五
日

増
上
寺
新
年
会
出
席

十
八
日

新
潟
県
仏
教
会
理
事
会
出
席

二
十
一
日

埼
玉
県
佛
教
会
懇
親
会
出
席

日
本
仏
教
保
育
協
会
祝
賀
会
出
席

二
十
二
〜
二
十
七
日
「
世
界
平
和
の
祈
り
」
出
席

二
十
三
日

同
和
委
員
会

二
十
五
日

法
律
相
談
室

日
宗
連
理
事
会

二
十
八
日

局
内
会
議

三
十
一
日

理
事
会
・
評
議
員
会
新
年
懇
親
会

―
二
月
―

五
日

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
修
正
会
出
席

九
〜
十
日

世
界
仏
教
徒
大
学
理
事
会
出
席

十
三
日

局
内
会
議

十
四
日

法
律
相
談
室

二
十
四
日

東
仏
理
事
長
祝
賀
会
出
席

二
十
八
日

法
律
相
談
室
・
局
内
会
議

サ
ン
ヤ
・
ダ
ル
マ
サ
ク
テ
ィ
氏

（Prof.Sanya
D
harm

asakti
）

一
月
六
日
逝
去

九
十
五
歳

世
界
仏
教
徒
連
盟
（
Ｗ
Ｆ
Ｂ
）
前
会
長

近
藤
隆
敬
師
（
全
仏
元
国
際
部
長
）

二
月
九
日
遷
化

九
十
歳

真
言
宗
智
山
派
前
管
長

信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会

�
�
�
�
�
�
�
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二
〇
〇
二
年
三
月
一
日
発
行

三
月
号

第
四
七
六
号

発
行
人

西

村

輝

成

発
行
所

財
団
法
人

全

日

本

仏

教

会

哀

悼

�
�
�
��

�
��

�

ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に
入
る
、
小
さ
な
や
さ
し
い
法
話

カ
ー
ド
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。
多
く
の
人
々
に
仏

さ
ま
の
教
え
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
、
明
る
く
な
ご

や
か
な
社
会
が
取
り
戻
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
各
種

の
集
ま
り
の
際
や
、
玄
関
や
受
付
に
て
ご
配
布
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

お

申

し

込

み

方

法

価

格

百
枚
千
円
（
百
枚
以
上
百
枚
単
位
で
頒
布
）

お
届
け

郵
便
に
て
（
郵
送
料
は
別
途
ご
請
求
）

申

込

必
ず
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
ハ
ガ
キ
で
お
願
い
し
ま
す
。

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四
明
照
会
館
二
階

全
日
本
仏
教
会
財
務
部

電
話

○
三
―
三
四
三
七
―
九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

○
三
―
三
四
三
七
―
三
二
六
○

お
支
払

同
封
の
請
求
書
と
振
込
用
紙
で
郵
便
局
か

ら
お
支
払
い
下
さ
い
。

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

電
話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

全日本仏教会ホームページ http://www.jtvan.co.jp/～jbf

大きさ
たて６０mm×よこ１００mm
２つ折り、４面

全 仏

－８－

２００２年３月１日


